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 仙台市では、地域の方が主体的に行うまちづくり活動を支援するため、まちづくり

を行っている団体（町内会等）に対し、まちづくり専門家(※)を派遣する制度を設け

ています。まちづくり専門家は、まちづくりの勉強会や意見交換などの初期段階の活

動から、まちづくりの計画策定などのより進んだ段階の活動まで、専門的なアドバイ

スや情報提供などのお手伝いをします。 

まちづくりを進めるためのワークショップ開催をはじめ、話し合いの場ではファシリ

テーターとしての役割を担うなど、住民主体によるまちづくりの心強いアドバイザーと

なります。地域の良さを活かしたまちづくりを始めたいときや、まちづくりの中で困り

ごとがある場合には、是非まちづくり支援専門家派遣制度を活用してみてはいかがで

しょうか。 

詳しくは、下記ホームページをご覧頂くか、直接お問い合わせください。 

■アドレス http://www.city.sendai.jp/chiikikekaku/kurashi/machi/kaihatsu/toshikekaku/

katsudoshien/hakensedo.html           

■お問い合せ  都市整備局 都市計画課 （℡022－214－8295） 

まちづくりの 
  ヒント発見！？ 
地域では、いろんな

創 意 工 夫 を し な が

ら、まちづくりに取

り組んでいます。こ

こにご紹介する事例

が皆さんの活動の参

考となればと思いま

す。 

      お知らせ・・・ 

おらほ！のまちづくり 

仙台市 

平成30年2月発行 第８号 

地域活動の事例紹介 

※まちづくり専門家 
 まちづくりや地域の

活性化に関する知識や

経験がある、本市に登

録しているアドバイ

ザーまたはコンサルタ

ント 



いかに素晴らしいチーム＝町内会＝をつくるか 
～国見中央町内会～ 

国見地区 
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青葉区まちづくり推進課 

 国見中央町内会は、戦後子どものためにと鈴虫荘公園と児童

館をつくったお母さん方の心意気・行動力・団結力が脈々と受

け継がれている町内会であると話していただきました。 

 昭和23年に「八幡住宅主婦の会」を結成し、当時個人所有

の湿地であった鈴虫荘公園を100年契約で借り、国道48号線

の改良工事で出た残土で埋め立てて公園を作りました。遊具は

市がイベントで使用したものを無償で譲り受けながら、２年を

かけて公園を完成させました。 

 さらに、雨や雪の日に子供たちの遊び場が無くて困っていた

ため、以前使っていた建物を改造して児童館を作ることにしま

した。土地は県と交渉して無償貸与、共同募金の分配金と各戸

から寄附を受け、建物も材木屋、建具屋、瓦屋などから資材の

提供もあり、昭和26年に完成しました。その後も、八幡住宅

主婦の会の方々が内職をしながら本やストーブなどを買い 

 

揃えました。  

 昭和32年2月発

行の『全国児童館

一覧』によると、

八幡児童館は宮城

県で最初の児童館

として記載されて

います。その後は

町内の集会所とし

て使用され、平成

4 年 1 2 月 に 新 築

し、国見中央集会

所 と な り 現 在 に

至っています。 

 お母さん方の心意気 

花壇づくりと清掃活動  

＝鈴虫荘公園＝ 

 町内会の課題の一つ

は「高齢者や障がい者

家庭の方が安心して暮

ら せ る 町 内 会 づ く

り」。そのために“と

んからりんノート”と

いう班ノートを作成

し、班ごとの一人暮ら

し・高齢者マップをつ

くり、班内にお助けマ

ンを置くなど『お隣仲

良く声がけをし、共に

助け合い、支え合う愛情に包まれた町内会づくり』を目指し

ています。 

 東日本大震災後は、隣近所4～5軒で『災害時声掛けグルー

プ』を構成し、安否確認の精度を高め、仙台市災害時要援護

者避難支援プランへの敏速な対応を図りました。この結果

『近所は近助』の考えがより深まり、災害時だけでなく日常

的な見守りが行われるようになりま

した。また、「町内会って何してい

るの？」という声や疑問に応えて、

就任時から毎月欠かさずに『町内会

だより』を発行（2017年10月で

125号）。その季節の童謡を載せた

り、高齢者も見やすいように文字を

大きくしたりするなど工夫をして、

全戸に配布し町内会活動の活性化と

浸透に心掛けています。 

愛情に包まれた町内会 

町内会だより 

 吉澤さんの町内会づくりの根底にあるのは、母校の学定であ

る『人在りて我在り、他を思いやり、慈しむ心。これ即ち仁』

の心と、作家：井上靖さんの言葉「努力する人は希望を語り、

怠ける人は不満を語る」、そして、りんご農家：木村秋則さん

の言葉である「足りない、足りない、工夫が足りない」です。

“人生は心一つの置きどころ、イヤイヤやってもいいものは生

まれない”と、明るく、楽しく、誠実に日頃の会務に取り組ん

でいます。 

 運営のポイントにあるのは、「おかしいなと思ったら改める

姿勢と、班長さん、役員さん、会長の負担軽減を考える姿勢を

持つこと」と話していただきました。 

 吉澤さんは、永年体育ス

ポーツ関係の職についてお

り、指導者として培われた

「いかに素晴らしいチーム

をつくるか」という考え方

の基で、企画運営をされて

います。そして東北福祉大

学、東北文化学園大学の若

い力と協働することで人とのつながりを育み、福祉活動や安全

安心なまちづくりを進め、この地域で暮らすことの良さや幸せ

を感じてもらいたいと話していただきました。 

町内会づくりの根底 

国見中央町内会は国宝大崎八幡宮の北参道に隣接し、旧名は八幡住宅町内会。現在

約500世帯が暮らしています。会長を務めるのは吉澤秀晃さん。今年で会長11年に

なり、3年前から国見地区連合町内会長にも就いています。 

定時総会  

＝国見中央集会所＝ 



住民総参加のまちづくりを目指して 

～作並・新川地区活性化連絡協議会 ～  

 全国的に中山間地域における少子高齢化や

休耕地の拡大が問題になっています。その傾

向は作並・新川地区でも例外ではなく、ここ

数年の間に少子化等に伴う児童数の減少によ

り分校が休校し、休耕地の増加に伴い住宅近

くまでイノシシやクマが出没するなど現実的

な問題となっています。 

 このことから、様々なニーズや生活課題の

解決に向けた取組みを推進し、魅力ある住み

よいまちづくりを行うことを目的に「作並・

新川地区活性化連絡協議会」を設立すること

になりました。会長に就任した石垣さんは、

「今回の動きは遅かったぐらいだと叱咤激励

をいただくこともあったが、地域の方のお力や仙台市まちづくり支援専門

家派遣制度を活用して、身近な問題をひとつひとつ解決しながら、住みよ

い環境づくりを進めていきたい」と決意を語っていらっしゃいました。                                                            
 

何事も柔軟に 

 平成29年9月に作並生活セ
ンターで設立総会が開催さ
れ、作並、新川、ハイランド
の３町内会を中心に、作並・
新川地区に関係する21団体が
参加しスタートしました。特
に協議会に加入するための決
まりはなく、この地区に関係
する個人や団体であれば、い
つでも参加できるようになっ
ています。  
 また、当初計画した事業の
ほかに、アンケートや地域懇談会などで提案のあった中から、
参加者の理解が得られた事業については、試行的に実施してい

【協議会メンバー一覧】 

（町内会３、まちづくり団体６、公的団体７、事業所５） 

作並町内会、新川町内会、ハイランド自治会、奥新川自然振興会、

作並振興協会、作並地区未来プロジェクト、関山街道フォーラム協

議会、仙台・作並回文の里づくり実行委員会、新川ほたるの里づく

り実行委員会、広陵中学校、広陵中学校ＰＴＡ、作並小学校、作並

小学校ＰＴＡ、作並学区民体育振興会、作並地区婦人防火クラブ、

新川地区婦人防火クラブ、宮城西市民センター、作並温泉旅館組

合、ＪＲ作並駅、ニッカウヰスキー㈱仙台工場、みやぎ仙台商工会 

設立総会では活発な意見も 

作並・新川地区 

行われた宮城西市民ま
つり会場で、アンケー
ト結果を展示・紹介し
ました。地域外での展
示が初めてとなった今
回、1,500人を超える
来場者で賑わう中、ア
ンケート結果や作並・
新川地区の印象につい
て直接お伺いしたり、
ま た 来 場 者 向 け ア ン
ケートを通して数多く
の貴重な意見をいただ
くことができました。石垣さんは、「今回の感想の中には当事
者では気づけないこともあったので、今後も地域外に住んでい
る方や地域内の事業所に勤務されている方等からご意見をいた
だく機会を増やすほか、先進地の視察も考えていきたい」と意
気込んでいます。 

 過去の反省から協議会で話し合ったことや、アンケート及
び地域懇談会の結果をあらゆる機会を見つけて住民の方々に
伝えることにしています。例えば、アンケート結果を各地区
地域懇談会の場で報告したり、協議会内に広報部会を立ち上

げ、全戸配布の広報紙
を発行して、アンケー
ト結果はもちろん、協
議会や地区地域懇談会
の様子をお知らせする
ことにしています。ま
た、情報の一方通行を
避けるため、広報内容
について、積極的に意
見をいただくような工
夫もしていくことにし
ています。 
 その実践例として、 
平成29年11月23日に設立後初めての地域懇談会 

西市民まつりでの展示の様子 
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宮城総合支所ふるさと支援担当 

    作並・新川地区は、宮城総合支所管内の
西部地域に位置し、地区の中央をJR仙山
線と国道48号が東西に走り、それとほぼ
並行に広瀬川が流れ、そのところどころに
住宅や水田等が点在する、とてものどかな
田園風景が広がる地域です。また、作並温
泉やニッカ
ウヰスキー
仙台工場、
鳳鳴四十八
滝等の観光
資 源 が あ
り、四季を
通じて多く
の観光客が
訪れていま
す。 鳳鳴四十八滝から鎌倉山を望む 

作並・新川地区活性化連絡 

協議会会長の石垣さん 

住みよい、魅力あるまちづくりを目指して 

きます。「住民の方々にこういった事業への参加を通して、ひ
とりひとりがまちづくりの主役であるということを改めて認識
してもらい、より大きな取組みにつなげていければ」と話す石
垣さんの笑顔から期待の大きさが伝わってきました。 

常に情報共有を大切に 



 実行委員の皆さんにこれからのハッピーカフェについて伺

いました。「ハッピーカフェの運営における課題は会場の狭

さです。ハッピーカフェの開催はこの10月で20回を数える

ことになりますが、参加者数

（一般参加者、見学者及びス

タッフ）を見てみると、最多

が48名で、1回あたりの平均

参加者数は37名、40名以上

の参加者数の回数は９回と

なっています。また、会場と

なる集会室は、40名を超える

とすし詰め状態になります

が、会場を近くの広い施設に

変更するのは、高齢者の移動

の問題もあり難しい状況にあります。そのため、広報活動を

制限せざるを得ない状況にあり、そのような状況が続くと参

加者の減少が懸念

されます。これか

ら も ハ ッ ピ ー カ

フェの開催目的を

忘れずに、これら

の課題の解決を図

りながら活動を継

続していきたいと

考えています。」

と話していただき

ました。                

 認知症になっても笑顔で 

        ハッピーな暮らしを支える     ～ハッピーカフェ実行委員会～ 

宮城野区まちづくり推進課 
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幸町南地区 

これからのハッピーカフェ  

実行委員会スタッフのみなさん 

 平成28年3月に活動が始まった「ハッピーカフェ」は、復

興公営住宅として整備された幸町第三市営住宅への入居者を 

支援する「支援者の会」を母体としています。 

 町内会、社会福祉協議会、民生委員児童委員、赤十字奉仕

団、小松島地域包括支援センター、グループホーム「よもぎ

埜」等、地域の各種団体により構成された「支援者の会」は 

平成28年3月に解散予定でしたが、入居者から継続的な「集

いの場」を求める声が多くあがったことから、「実行委員 

 

 

会」に模様替えし、新

しく認知症の方とその

家族、そして地域の

方々が交流する学びと

憩 い の 場 と し て 、

「ハッピーカフェ」を

スタートさせました。 

支援者の会から集いの場へ ～設立まで～  

開始前は皆さんで雑談をします♪ 

  「ハッピーカフェ」

は、毎月第３水曜日

に幸町第三市営住宅

の集会所を会場に開

催しています。時間

は午後１時半から２

時間程度、活動内容

は大きく分けてミニ

講話と参加型のイベ

ントの2つになりま

す。ミニ講話では、

「認知症ってなんだ

ろう？」、「認知症

とともによりよく生きる」といった認知症に関連する内容を

はじめ、「法定後見制度について」、「熱中症について」な

ど認知症を取り巻く制度や健康に関するものまで幅広く行っ

ています。また、イベントは「ステンドグラスづくり」、

「新聞で防災グッズづくり」などの手作業を伴う工作的なも

のや、バイオリンやハーモニカの伴奏による合唱などを行っ

ています。 

 平成29年8月23日に開催されたカフェでは、参加者全員

がまず骨密度の測定を行い、それぞれの年齢判定に驚いたり

喜んだりしながら、笑顔で結果を教え合っていました。 

 続いて、「骨密度と骨の成長について」の講話がありまし

た。骨の栄養源となるカルシウムの摂取方法や運動して骨に

負荷をかけること、カルシウムの吸収率を高めるためには陽

にあたることが良いことなどの話に、皆さん一生懸命聞き

入っていました。 

 その後は、ハーモニカの伴奏で「静かな湖畔」などを参加

者全員で合唱し、最後は実行委員の中尾さん（幸町南学区連

合町内会長）から、

「ちょっとだけ知りた

い雑学」として「ソー

セージとハムの違い」

についての話がありま

した。 

 普段分かっているよ

うで分からない身近な

話題を取り上げ、参加

者が楽しく過ごせるよ

うに毎回工夫を凝らし

ていると感じました。 

ハッピーカフェ活動  

新聞紙で防災グッズを作成中 

ミニ講話に聞き入る参加者のみなさん 


